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（5）スターキング10gI）′＝2・48855－0・1828410gq一＋ロ・04955で　　（Rと三m705）

（0．18888）　（0．05521）

（6J　デリ　シャス　10gI）′コ2・61545－m2504910gq＋0．05180T　　（Rも0809）

（n12049）　（0．00495）

5　結　　　　　論

以上の結果から次の推論が成り立つであろう。①リ

ンゴは他の果実に比べ所得弾力性は非弾力的であり

所得増による需要ののびは小さい（第1表）。（参リン

ゴは他の果実に比べ価格弾力性が大きく．需要量は価

格の影響を受けやすい（第1衷）。③リンゴの高級品

種の消費支出弾力性は正値で，所得の高まりにより需

要がのぴるが，大衆品種は負伝でそれが期待できない

（第2，5表）。④リンゴはミカン価格の影響を受け

やすく（交差弾力性が大きい），競合を受けやすい。

逆にミカンはリンゴ価格の影響をほとんど受けない

（第4，5表）。⑤年次シフターの倍は高級品種ほど

大きく嗜好は高級品種に移行している（第°表）。

⑥需要の供給弾力性は高級品穂ほど小さく，供給増の

価格低下は小さいが，大衆品種は価格下落が大きい

（第8表）。
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ナシ熟期促進に対するエスレルの効果

加藤　作美・佐藤　修司
（秋田県果樹試天王分場）

1　ま　え　が　き

秋田県のナシ栽培面積は約450haで，近年幸水，

薪水などの早生品種の増加傾向が著しいが，70帝程

度は長十郎によって占められている。本県の長十郎は

食味，品質がすぐれていることはすでに知られている

が，成熟期が10月中下旬と遅れることが経営上の問

題点となっており，熟度促進については一般管理面か

らも強調されているが，エスレル処理による実用性を

長十郎，八雲，幸水を主体に検討した。

2　試　験　方　法

1供試品種　　長十的　八雲，幸水（15年生），

薪水（5年生）．その他早玉，清玉，バートレット，北

星，早生廿世紀（いずれも無袋）

2　規模：長十郎，八雲，幸水は1区1主軌　他

は側枝単位

5　処理：長十郎（28ハ征．8′Ⅷ，28／Ⅶの5回），

八雲（28／Ⅶ，9′Ⅶ），幸水その他の品種（28／Ⅷ，8′

Ⅶ）にェスレル1万倍，5，000倍，2，500倍，1，ddO倍の

疲度を小型動力噴霧機で果実，枝葉に散布した。なお

処理液には5．000倍展着剤を加用した。

4　調査：　処理時および成熟期の果実の大きさ，

成熟促進，薬害について調査した。

果実硬度：マグネス硬度計示度（剥皮）

酸　　　：NaOH滴定法による果汁100cc中のリ

ンゴ酸

糖　　度：屈折糖度計示度

pH　　：日立pHメーター

果　　径：果実の赤道部をノギスを用いて測定

5　試　験　結　果

成熟促進の効果はいずれの品種とも顕著であった。

第1図は長十郎の採収率を示したが，処理時期による

有意差は認められず，また，いずれの環度とも無処理

に比べ成熟期は早まったが，1万倍区はいくぶん効果

が劣る憤向を示した。第1，2蓑は八雲，幸水につい

て示したが，長十郎と同様の効果がみられた。
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21　25　1　9　15　日　　　　　21　25　1　9　15　23

9月　　　　　10　日　　　　　　　　　　9月　　　　　10月

第1図　果実成熟期に及ぼす効果（長十郎）

第1表　果実の肥大および成熟期に及ぼす効果（八雲）

処 理 日 濃　　　 度 処 理 時 果 径 採 収 時 果 径 果　　　 重 結　 果　 数 採　 収　 率 平 均 栗 色

7
2．5 0 0 倍 5 2．8 m 1 5 5．1 喀 1 8 8 ．1 ㌢ 1 0 D

1 0 0　 多
5．5

月

2 8
1 0．0 0 0 5 4．5 1 5 5．1 2 0 4 0 6 4 ‘8 8 5．0

日 e o n t 5 5．5 1 5 4 2 1 9 A d 5 5 5．7 1．4

8

月

2，5 （】0 8 1．5 1 1 0．d 1 d 1．2 4 0 8 0．8 5．4

5．0 0 0 d n O 1 1 2．7 1 d 2 ．8 5 5 8 1．8 2．9

9 1 0．0 0 0
8 8 2 1 1 2 ．0 1 °n 7 5 5 d n O 2．5

日
C O n t

d t 4 1 1 2 ．7 1 8 1．4 2 1 鼠5 1．8

注．1）採収時果径は処理時に対する肥大革

2）果色指数：1：青色，　2：やや青色，　5：黄色，　4：非常に黄色

5）8月22日調査

第2表　果実の肥大および成熟期に及ぼす効果（幸水）

処

理

日

濃　　 度

処 理 時

果　 径

採 収 時

果　 径

果　　 重

果 実 の 裂 果 ＊

結 果 数 採　 収 率
平 均

果 色
大 中 小 健

7

乙5 0 0倍
5 0．8 ¶m 1 6 4 噛 5　2 5．6才 9 1 0 9 （1 9 ） 1 0 1 0 0　 多 1．5

月 5．0 0 0 5 1．5 1 ° 1．5 5 0 2．9 1 1 0 1 8 （2 0 ） 5 9 4 才5 1．7

2 8 1 0．0 0 0 － － 5 5 1．7 0 0 0 2 0 （2 0 ） 5 0 ‘n O 1．8

日 C　O n t 5 2．5 1 5 9．7 5 1 °．9 0 0 0 2 0 （2 0） 7 2 1 5．9 5．1

8

月

t d d O 6 5．5 1 2 5．4 2 2 °．5 2 4 2 （4 4 ） 4 4 1 0 0 1．0

2，5 0 0 d n 8 1 5 4 7 5 2 5 ．5 5 1 4 （1 9） 1 9 9 4 7 1．8

5，0 0 0 占5．7 1 2 8．5 2 9 5 ．8 0 7 6 （7 占） 7 d 5 1．6 1．7

8
1 0．0 0 0 ‘2．5 1 5 2．d 5 2 1．1 1 4 5 （4 4 ） 4 4 5 8 ．6 2．8

日
C O n t ‘5．4 1 4 1．8 5 7 2 ．4 0 9 （ 9） 9 0 5．8

注．1）＊裂果調査　7月28日処理区は8月9日，8月8日処理区は9月4日

2）（）内は調査数

5）採取時果径は処理時に対する肥大率

4）果色指数1：黄色．2：黄々緑色，5：黄緑色，4：緑色

5）9月4日調査
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果重に対するェスレルの影響はいずれの品種も認め

られなかったが，果実硬度についてはいずれの品種と

も無処理に比較して明らかに軟らかく，この傾向は処

理時期，濃度に関係がなかった。果色の変化は処理後

10日内外で外見的に明らかな差がみられたが，屈折

糖度計示度による糖度を比較すると長十郎では9月22

日調査時n4～1．0度高かったが，八雲（8月22日

調査），幸水（8月28日調査）ではほとんど蓋が認

められなかった。

薫の薬害はみられなかったが，長十郎，幸水は落葉

期がやや早まる憤向がみられ，八雲その他の品種では

みられなかった。果実については幸水，新水は処理時

期および慮度によって裂果を起こした。

4　ま　　と　　め

エスレルを長十郎では50～d Dm，幸水，八雲で

51～d Snm当時に枝葉，果実に散布した結果，黒色

の変化が顕著にみられ，成熟期が促進された。しかし

ながら果色の変化の割合に糖度の差はみられなかった。

本年度の結果から考察してェスレルの散布時期は長十

即では8月28日，八雲，幸水は8月初旬が適当と思

われ，処理痍度は5，000～10．000倍が適当で，これ以

上の高確度を用いる必要はないと思われた。

処理果の日持に対する影響はみられなかった。また．

供試品種中バートレットは樹上における黒色の変化は

外見的にみられなかったが（追熱中の変化については

不明）他の品種ではいずれも処理の効果が顕著に現わ

れ実用性が認められた。

モモの熟期促進にふよほすB－ナインの影響について

第1報　散布時期と散布濃度について

井上　重雄・橋川　郁夫＊
（福　島　県　園試）

1　ま　え　が　き

モモの熟期促進の必要性は2つに大別できる。その

1つは出荷時期を早めることによって販売価格を有利

にすることにある。なかでも福島県から出荷される大

久保（モモ栽培両横5，51Dha中8295と圧倒的に多い）

は，例年8月17．8日ころから8月25，4日ころ

まで出荷するモモは安値に取引きされている実情にあ

り，モモ栽培上大きな問題となっている。これを最近

はモモの『20日なやみ』と呼んでいる。そこで20

日なやみを解消するためには，熟期の促進がきわめて

重要である。

その2つには収穫労力の集中緩和にある。すなわち．

モモは収穫期間が短いうえに収穫後直ちに出荷しなけ

ればならない果実であるため，短期間に多くの労力を

必要とする。したがって同一品種のある特定面語にお

いて熟期を早めることができれば，収穫のピークは大

幅に回避でき，共選場の運営においてもピークを緩和

でき，大きなプラスとなる。

このような観点から筆者らは，3－ナイソ（Ⅷ－ジ

メチルアミノースクシソアミド酸95帝）散布による

モモの熟期促進について検討した。

その結果，5～5日程度の熟期促進効果が認められ

＊　現福島農業改良普及所

た。そこで第1報として大久保に対する散布時期，濃

度について報告する。

2　試．験　方　法

1987：19日にわずかながら砂子早生を供試し，

オウトウの熱期促進のための3－ナイン散布時期と同

じく，満開2週間後に500，1000．2，0OOppmの

洩度について試験したが，熟期促進効果は認められな

かった。そこで1987年には次のような設計で試験を行

なった。

供託品種は大久保5年生9樹を使用し，次の7区を

大枝単位に設け5反覆とした。

1，000ppm　満開16日後　1回散布

2．000　ク　　　ク　　　ク　　　　　　ク

1000　ノダ　　ク　4　5日後　　　ク

2，000　ク　　　ク　　　ク　　　　　　ク

tOOD　ク　　ク　7　°日後　　　ク

2．000　ク　　　ク　　　ク　　　　　　ク

無　　散　　布

満開日：4月26日

散布は最善剤（ネオェステリン5，000　倍）を加用

し，肩掛け噴霧機を用い十分量散布した。

収穫は生食用として出荷できる果実，すなわち地色




